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研究成果概要 

本研究では、Einsteinの一般相対性理論で予測される重力波を検出するため、第一世代レ

ーザー干渉計の感度を１桁上回る極限の感度を達成できるkmスケールの低温重力波望遠鏡（K

AGRA）を建設するにあたり、共同研究者の総意をまとめ、組織化することを目的とし、本年

度で2010年から開始した建設計画の第4年次が終了した。KAGRAの建設は、第5年次に導入を

予定する室温感度での観測実施計画を、以後のbKAGRA計画での低温鏡装着工程、感度出し作

業と整合的に行うというグランドデザインのもとに、マンパワー、予算、スケジュールを

考慮して15の作業班に分かれて分担して推進してきた。このため、各作業班の間の情報

交換や密接な連携は不可欠であり、隔週開催のチーフ会議で議論を行う仕組みが今年度

も活用された。これに対して、KAGRA Collaboration memberの総意をまとめ、これを実

現していく仕組みは、年に６回開催したCollaboration Meetingに立脚している。今年度

は神岡地下での空洞掘削が完了し、クライオスタットの製作、インストールのための準

備作業、主鏡製作、及び干渉計に関連する部品製作などを行った。レーザー干渉計イン

ストールに向けて、細部の設計・仕様の確認・更新が進み、工程管理計画の策定と調整

が最終段階に達した。なお、今年度は、新しくcollaboratorとして、これまで防振装置

や低温鏡の懸架装置の開発で共同研究をしてきたローマ大物理、ポーランド工科大の各

研究グループの参入が承認された。 

平成25年度においては、地下施設の空洞掘削が予定通り完了し、クライオスタットの

製作が完了して良い試験成績を出している。鏡の製作のためのサファイヤ基材の品質検

査も進んでいる。レーザー光学系の試作品のテストも進められた。なお、bKAGRA干渉計

の心臓部である低温鏡懸架系の詳細設計が進められた。 

また、本研究は、国際的な共同観測のために必要な、海外のプロジェクトとの連携協

力を進めることを前提としており、海外からの共同研究者参加を積極的に進めている。

本研究で措置された研究旅費は、2013年度に開催したKAGRA face-to-face Collaborati

on Meetingおよび作業班会議、研究打合せに参加するための共同利用研究者の国内旅費

を補完するものとして支出された。 

研究論文の形での研究成果は個別のサブシステムの研究発表に譲りここには記載しな

いが、今年度はすでに発表されてきた低温鏡技術の研究成果が継続的に報告され、また、

鏡開発に関しても研究成果が発表されていることを付記する。 
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